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１ 研究主題についての説明 表１ 社会科の思考

(1) 主題の意味

ア 社会的な思考力・判断力を高めるとは

社会的な思考力・判断力とは、事実判断、推理、価値

判断の三種類の社会科の思考（表１）の際に働く、分析

比較、総合へ段階的に思考操作を行う力（表２）である。

社会的な思考力・判断力を高めるとは、三種類の社会科 表２ 思考操作のステップ

の思考（事実判断、推理、価値判断）のそれぞれにおいて、分析、比

較、総合の思考操作に位置付く『資料読み取り』『考えの具体化』『考

えの関連化』『考えの深化』の思考操作のステップ（表２）を行うこ

とを通して、分析、比較、総合の思考操作の力を高めることである。

そこで、本研究で目指す児童の姿を思考操作の内容から次のように

考える。

○ 資料から事象を的確に読み取り、考える児童【分析】

○ 事象を比べ、共通点や相違点を明らかにして考える児童【比較】

○ すべての事象をまとめて、総合的に考える児童【総合】

イ 資料ネットワーク図の効果的活用を通してとは

資料ネットワーク図（以下「ネット図」と表記）とは、表２に示した分析から総合までの思考操作

の４つのステップで考える過程を、児童が表現しながら考えを深める図である。具体的には、ネット

図は、分析、比較、総合へと思考操作の力が高まるように、考えが深まる筋道をネット図の上から下

に視覚的に表現できるように工夫したものである。「事実判断の思考のネット図」では、事象の概略

を表したカードから事象の把握（分析）と分類（比較）及び考えの焦点化（総合）と、考えが段階的

に深まるように、「推理及び価値判断の思考のネット図」では、調べた事象をカードにまとめて考え

る（分析）、事象どうしを比べて考える（比較）、すべての事象をまとめて考える（総合）と、考え

が段階的に深まるように構造化している（資料１）。

資料１ 社会科の思考の種類から構想したネット図

ネット図の効果的活用とは、事実判断、推理、価値判断の三種類の社会科の思考で構成した学習過

程に、分析、比較、総合の思考操作の力が高まるように、目的と方法を具体化したネット図の活用を

位置付けることである。

事象への疑問や予想を書く

事実判断の思考のネット図

事象への疑問や
予想を書く

分類１
分類２

1549年 キリスト教伝来
ザビエルによってキリ
スト教が伝えられた。

カード

・・・年 ○○○○○○
…………………………
……………………

カード

・・・年 ○○○○○○
…………………………
……………………

カード

・・・年 ○○○○○○
…………………………
……………………

カード

・・・年 ○○○○○○
…………………………
……………………

カード

主な出来事と
その年号 出来事の

簡単な説明

焦点化した疑問や予想を書く

【資料ネットワーク図Ⅰ】

カードによる事象の
概略把握（分析）と
分類（比較）

焦点化した
考え(総合)

分析

総合

思考

操作

比較

資料読み取り
事象把握→事象の整理→取捨選択

考えの具体化

読み取った事実から考える

考えの関連化

事象比較→順位付け→比較して考える

考えの深化

すべてをまとめて考える

思考操作のステップ

推理の思考のネット図

「学習問題」

カード１ カード２ カード３

タイトル、出典、年を書く

資料から読み取っ
た事実を書く

資料から考えた推理
を書く

カード１と２を比べて考
えた推理を書く

すべての事象をまとめて推理した考えを書く

【資料ネットワーク図Ⅱ】

カードによる
事象のまとめ
と推理（分析）

事象を比べて
推理（比較）

すべての事象を
まとめて推理（総合）

価値判断の思考のネット図

「学習問題」

カード１ カード２ カード３

タイトル、出典、年を書く

資料から読み取っ

た事実を書く

資料から考えた価値

判断を書く

カード１と２を比べて価値
判断した考えを書く

すべての事象をまとめて価値判断した考えを書く

【資料ネットワーク図Ⅲ】

カードによる事象の
まとめと価値判断（分析）

事象を比べて

価値判断（比較）

すべての事象をまとめて
価値判断（総合）

事実判断の思考

推理の思考

価値判断の思考

知る

わかる

考える

「いつ、どこで、誰が、何を、
どのように」と問い、その解明
の過程で働く思考

「なぜ」という問いの解明の過
程で働く思考

学習したことを活用して、
「どちら」という問いの解明の
過程で働く思考

三種類の社会科の思考 思考の内容



- 2 -

(2) 主題設定の理由

平成19年度の県学力実態調査において、社会科の「思考・判断」「技能・表現」等が、期待正答率

から５％程度低いという結果が出された。このため基礎的資料の読み取り及び複数の社会的事象の比

較や関連付けから社会的事象の意味を考える指導法の改善が大きな課題となっている。

また、これまでの社会科学習指導では、児童に、考えと根拠を明確にし互いの考えを比較、関連付

け交流させることで、思考力・判断力を一定のレベルまで高めることができたが、資料の読み取りや

考えの深まりには個人差が大きく、全児童の思考力・判断力を高めたとは言い難い。そこで、個の思

考力・判断力を確実に高める学習指導の在り方を明らかにする必要があると考え、本主題を設定した。

２ 研究の目標

ネット図の効果的活用を通して、社会的な思考力・判断力を高める小学校社会科歴史学習指導を明

らかにする。

３ 研究の仮説

単元を「事実判断」「推理」「価値判断」の

思考から、「つかむ」「調べる」「深める」の

３段階の学習過程で設定し、各段階の内容に

応じて、目的と方法を明確にしてネット図を

活用すれば、児童は分析、比較、総合の思考

操作の力を高めながら、資料から事実をつか

み、人物の行為の意図がわかり、その意味を

考えて判断するプロセスの中で、社会的な思

考力・判断力を高めるであろう（図１）。

４ 研究の内容

(1) 具体的構想 図１ 研究構想図

ア ネット図活用の目的と方法の明確化

(ｱ) 「つかむ」段階における指導の工夫

事象の概略を把握するために、事実判断の思考

活動を具体化する（資料２）。この思考活動に沿っ

て児童はネット図上で分析から総合の思考操作を

行い事象の概略を把握する。

そのためにまず『資料読み取り』『考えの具体化』

では、年表を使って時代の流れの把握と人物の行

為を取り出させる。そして、年表中の事象を表し

たカードで行為の把握及びカードの取捨選択によ

り考えを具体化させる。次に『考えの関連化』で、 資料２ 思考操作ステップと事実判断の思考活動

カードを分類させ、人物の行為の全体を把握させ

る。最後に、『考えの深化』で、人物の考えや行為

への疑問や予想を焦点化し学習問題に迫らせる。

(ｲ) 「調べる」段階における指導の工夫

人物の行為の意図を把握するため、推理の思考

活動を具体化する（資料３）。この思考活動に沿い、

児童はネット図上で分析から総合の思考操作を行

い人物の行為の意図に迫る。

そのためにまず『資料読み取り』『考えの具体化』

では、人物の考えや行為の資料から事象の把握、

整理、資料の取捨選択をさせ、選択した資料をカー 資料３ 思考操作ステップと推理の思考活動
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